
 
サ
ン
ロ
ー
タ
ス
研
究
所 

1945年熊本生まれ。1967年、聖教新聞社入社。取材記者、「大白蓮華」編集長等

を経て1988年退職。その後、東洋哲学研究所の研究部長、副所長を歴任。現在、サンロータス研究所理事。 

主な論文・著書：「大乗仏教に説かれた自殺について」「仏教流伝と月氏」「生老病死と人生」「仏教はなぜインド

で滅びたか」「釈尊とその弟子」など 

 


